


「肩こり2」10円

　町の中心に店を構える。とある整体院、５０歳の男が玄関の扉を開けた。続いて、大きな馬が入って来る。
「ぶっ」
私は冷静さを装う。
「いらっしゃいませ、ご予約はされていますか？」
「何？予約しないと駄目な店？」
「いえいえ、大丈夫ですよ。こちらにお座り下さい」
「馬も入っていい？」
「お連れ様もどうぞ」
男は椅子に座った。
「マッサージを頼みたいのだけど？」
「はい、マッサージみたいな整体で良ければ」
「俺の連れをお願いしたい」
体重３５０キロはありそうな健康な馬だ。
「あ、はい」
「体が大きくこってそうなので、６０分コースはいかがですか？」
「じゃあそれで」
「初めての方なので、カルテをご記入いただきます」
「俺の連れ、ペンが持てないから代筆でいいよね」
「ええ」
ボールペンと、バインダーにはせてある記入用紙を渡す。
男は、名前にゴールドシップスと書く。数分でカルテを書き終えた。
「今日はどのへんがこりますか？」
「こいつさ。肩こりがひどくて」
「肩こり？それはいつから」
「調教を始めてからだから、２歳の時からかな」
「親からの遺伝ですかね？」
「母親が、G1で上位に入る競走馬だったからね」
「ははは、遺伝が関係あるかもしれません」
私は室内の床へ案内した。
「こちらの床で、伏せるように言ってもらえますか。それと、鞍をはずしてもらっていいですか」
男がごそごそと鞍を外した。
「ゴールドシップス、シットダウン」
馬は男の言葉を忠実に聞き、床に伏せた。とても賢い馬だ。
「調教師さんも、暴れないように隣で様子を見ていてください」
男が手綱をしっかり握っているのを確認した。
「毛並みが綺麗ですね」
つやのある毛だった。
「毎朝、ブラッシングしてますから」
私は、棚から施術用のタオルを手に取る。
「それでは、始めますね」
「ヒヒーン」
間近で見ると、馬はとてもでかい。ぱっと見どこを触ればいいか、検討がつかなかった。
とりあえず、後背筋を狙ってみる。
ストレス状態に置かれているらしく、カチカチだ。
相手は馬だから、強さの確認は難しい。
「このぐらいですかね」私は、独り言のように声を発した。
「お任せします」
次に、足を一本ずつほぐす。骨なのか筋肉なのか。少し、馬の目が眠そうにみえた。確かに効いている。
もし、圧が強すぎたり、不快な痛みがくれば、馬も逃げだすだろう。
「関節部分がこってますね」
男が口を開いた。
「三日に一度は、プールで調教しますからね。関節の負荷は相当なものでしょうな」
胸筋を押してみる。人間より、粘りのある筋肉で硬い。
「おとなしいですね」
「こいつは、人に慣れているからよ」
確かに、人に触られるのが慣れている。腰の座った馬だ。
しっかり胸筋を捉えて、押圧する。
「この辺りは肘のほうがよさそうですね」
男は聞いてもいない話を始める。
「G1では、追い込み馬なので、持久力の筋肉が発達しているのですよ」
「なるほど」
お尻をほぐすのに、一物とケツの穴が丸見えだった。馬の悪臭がする。臭いに耐えて、筋肉が逃げないよう遊びをしっかりとった。体重移動で、一点を狙って押す。
「肩いきます」
肩というか、岩のように硬い。指が折れそうだ。右手で限界まで押して、左手に変える。マックスパワーが必要だった。
やっと、首までたどり着いた。
「まるで人間の腰をもんでいるようです」
「わはは、人間とは胴回りが全然違いますから」
あまり笑えない。
頸椎の７番目ぐらいに、しこりを発見した。
「なんかこの７番目、ヘルニアでもやりました？」
「昔、わざと騎手を落馬させるやんちゃなやつでね。困った子だったんですよ。相当、首に負担がかかったのでしょうな。わはは」
話している間に、片側が終わった。
「伏せている向きを反対にしてください」
「ゴールドシップス、スタンドアップ、ターン、シットダウン」
馬は立ち上がり、反対方向を向いて伏せた。指示を的確に聞きわけている。
「お手数おかけしました」
先ほどと同じようにほぐしていく。
馬にも痛覚があり、気持良いのがわかるようだ。私のほぐしを受けいれている。
「次のレースはいつありますか？」
「明後日、中央競馬場で出馬します」
「おー、明後日ですか」
「大事なレースだから、その前にほぐしてやりたかったのです。親心でしょうか」
「息子孝行ですな」
「まったくです。ほんとの息子より長い時間すごしています。わはは」
この男は、馬が大好きでたまらない人だと思った。
「はい、ゴールドシップスさん起きれますか？」
「ゴールドシップス、スタンドアップ」
馬は、さっと立ち上がる。
「ヒヒーン」
「そうかそうか、気持良かったか」男が馬を撫でてやった。
「またレース前に来てください」
「こいつも喜んでいるし、また来ます」
男は、鞍を馬に装着した。
私は、一人と一匹を受付に案内する。
「６０分コースが、四千円になります」
男がお金を払う。
「手数料とられなくて良かった」
そもそも人間の料金だから、多めにとりたいところだが……。
「五千円お預かりします。千円のお返しです」
両手で男にお釣りを渡した。
「ありがとね」
「ありがとうございました」私は深く頭を下げる。
「いくぞゴールドシップス」
馬は蹄で床を叩き、扉から出て行った。
また一匹、肩コリをほぐすことができた。この世に肩こりがある限り、戦いは終わらない。


完
